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シェイクスピアの 『ソネット集』と錬金術研究の現在(1)

藤 澤 博 康

バ トリ ック ・チェイニー(PatrickCheney)が 編集 した 『エ リザベス朝 の短詩 を

教 えるための手引 き』(.4ρρ70α罐63'oT6α 酌ガ%gS勿 漉7E舵 α∂6'加〃jPo6'鋤2000)

とい う、 このジャ ンルを研究 しよ うとす る学生、そ れか ら彼 らを指導す る英文科の

教員 に向けた便利 な文献 ・研究案 内が ある。 この本 のエ リザベス朝文学 の時代背景

を学ぶ上で参考 とすべ き本 を紹介 した箇所で、編者 で もあるチ ェイニーはエ リザベ

ス朝 の プラ トン主 義 と新 プ ラ トン主義 を扱 った研 究分野 につ いて、「この分 野 は、

以前 ほ どは流行 ってはいないが …」("Nolongerasfashionableasitwas_"Cheney

2000:37)と 話 を切 り出 している。 フランシス ・イェイツ(FrancesA.Yates)が

『ジ ョルダーノ ・ブルーノとヘ ルメス主義の伝統』(α0π 伽oB鰯 〃0伽4孟 乃6盈7耀 漉

丁7α4漉o〃,1964)で ヨーロ ッパ の知 的伝統 の地下水脈 に光 を当 ててか ら、精神 史以

外 の分 野 で もこの 本 の影 響 は 広 が り、 イ ェ イ ツ 自身 が 出版 した 「世 界 劇 場 』

(7'1診6α'76(ゾ'乃6防714,1969)、 『シェイクス ピア最後の夢』(翫 盈65ρ6α7お 五αs'

P1の ・3,1975)な どが次 々 と日本語 に翻訳 され、 それ らの影響 を受 けた読者 は 日本 に

は数多 くい る ように思 われ る。 しか し、唯物論 に基づ く新歴史主義や文化唯物論 な

どの新 マル クス主義 が1980年 代 以降主流 にな ったこ とを考 え合 わせ る と、チ ェイ

ニーの言葉が表 してい る ように、精神 史を扱 った一連 の研究が研究 の最前線か ら退

い ていたか の ように映 るの は仕方が ないのか もしれ ない。

周知 の ようにイェイツの 『シェイクス ピア最後 の夢』 は、主 にシェイクス ピアの

ロマ ンス劇 と呼ばれる彼の最晩年の劇 、 「あ らし』(丁 勉 丁6〃ψ6sち1610-1611?)や

『冬物語』(丁 加 既 漉 酌 丁α1ε,1623)、 さらには 『ヘ ンリー八世』(1艶 〃η ㎜,

1623)を 中心 に扱 った ものであった。 ところが、い くつ か錬金術的 なイメジャリー

を含 む 『ソネ ッ ト集』(翫 盈御6α7おSo〃 〃6孟∫,1609)に つ いては、 どうい うわけか

イェイッはま とまった論考 を残 していない。 この ような状況の もと、 シェイクス ピ

アの 「ソネ ッ ト集』 にオカル ト(隠 秘)哲 学、特 に錬金術 の観点か ら光 を当てよ う
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とす る研 究 が細 々 とで はあ るが発 表 されて きた。 と りわけ、 ロナ ル ド ・グ レイ

(RonaldGray)の 『シェイクスピア、愛 について』(S加 如砂6α760〃 五〇刀6)と マーガ

レッ ト ・ヒー リー(MargaretHealy)の 『シ ェイクス ピアの ソネ ッ ト、錬 金術、そ

して創造的想像力』(S勿 ん6吻 鋭,.416加 〃z夕α忽 伽C78α 伽6∫ 〃z㎎伽'競)が2011

年 の同 じ年 に出版 された事実は、 この分野への関心の高 ま りを示す証左 であると言 え

る。こうした錬金術 を意識 した 「ソネ ッ ト集』研究 は、有名なW.H.氏(MrW.H.)

を筆頭 に、このテクス トに登場する 「若者」(theyoungman)や 「黒い女」(theblack

mistress)の 正体 をつ き止 めよ うとす る研究が もてはや されて きたこの研究分野 に、

新 たな視座 を提供 して くれ るように思 われ る。

本論 はこの ような研究の流れ を概観 し、それ らの紹介 と今後の研究の可能性 を提

示 す る こ とをめ ざす もので あ る。 この過程 におい て小 関恵美(1985)、 トマス ・

0・ ジ ョー ンズ(ThomasO.Jones1995)、 ペ ギー ・シモ ンズ(PeggySimonds

1999)、 グ レイ、 ヒー リーの五 つの論考 を特 に参照す る。 これ らの研 究 を中心 に、

シェ イクス ピアの 『ソネ ッ ト集』 と錬 金術研 究の現状 につ いて考察 を加 えてみ た

い。 なお、本論 は二部か ら構成 され てい る。第一部 に該 当す る今 回の論考で は、先

に紹介 した諸研究 の概観 を提示す る。 さ らに、 これ らの研究 をよ り小 さなテーマ ご

とに論 じる考察 は、今号以 降の号で発表す る予定で ある。

第 一 部 概 観

1.1.小 関恵美 「ソネッ ト20番 における錬金術的象徴体系」(1985)

シェイクス ピアの 『ソネ ッ ト集』 を錬金術の観点か ら読み直そ うとす る研究 を渉

猟 してみ た ところ、小 関恵美の 「シェイクス ピア20番 にお ける錬金術的象徴体系」

が世界 のシェイクス ピア批評史 に照 らし合 わせ て も、先駆的 な研究であ るこ とが今

回の調査で判明 した。 ただ、 この論文 は 日本語で書かれ た ものであ って、本論で紹

介 す る英 語 圏の研 究 者 たちが この論文 を参照 してい る形 跡 はない。「ソネ ッ ト20

番」(`Sonnet20')で 若者 の ことを 「男で あ りなが ら、女で もあ り、私 の情熱 を支

配す る君」("master-mistressofmypassion")と 詩人が呼 びか けてい るこ とに関

して、従来 の批評が 「内容 に対 して明 らさまな嫌悪 を示 してい る もの、或 は、男性

に対す る この ような呼 びか けは、 シェイ クス ピアの時代 に慣 習的 な ものであ った、
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また心理的 に もこのソネ ッ トは同性愛で はな く異性愛 を示 してい る」 として きたの

に対 して小 関は異論 を唱 えてい る(小 関30)。 これ まで の研究 とは異 な り、小関 は

この一行 に 「錬金術的 な象徴体系」 の痕跡 を見い だ し、 とりわけこの ソネ ッ トの も

つ 「両性具有及 びその完全無欠性」 に注 目す る(小 関32)。

「ソネ ッ ト20番 」の"mastermistressofmypassion"と い う呼 びか けに両性具

有 の意味合 いを積極的 に読み解 こ うとす る試み は、英語 圏で は後 に紹介す るシモ ン

ズ の論 文 まで待 た なければ な らない。1986年 の時点 で小 関の論文 は 日本 人 と して

収拾で きうる資料 を可能 なか ぎり揃 え、小 関は堅実 な議論 を展 開 してい る。 とりわ

け、研究者 の問で も議論が分か れる、「ソネ ッ ト20番 」 の7行 目、"Amaninhue

allhuesinhiscontrolling"の"hues"と い う言葉 に錬金術の観点か ら独 自の解釈 を

与 えてい る部分 は示唆 に富 んでいる。16世 紀 の医師 に して錬金術 師で もあ ったパ

ラケルスス(Paracelsus)の 著作 よ り 「レー ビス」(Rebis)と い う 「哲学者の石」

に言及 した部分 に触れ、哲学者 の石 の もつ触れ る ものをすべて金 に変 えて しまう能

力 に小 関は注意 を喚起す る。そ の上 で、「シェイクス ピアのソネ ッ ト20番 にお ける

"
mastermistress"、 『見 るもの を黄金色 に変 えて しまう』 眼(1.6)を 持つ美青年 に

対応 してはいないだろうか」 と問 う(小 関38)。 た しか に小関が この小論の 中で述

べ ている ように、「黒色 か ら白色 を経 て最 後 に赤色が現 れ るこ とに よって 「哲学者

の石』 の精製が完 了す る」 と考 え られていた当 時にあ って、「白の過程 」(albedo)

と呼 ばれる もの の直前 には、 さまざまの色彩が表れ る とされてお り、それ は 『孔雀

の羽、 あるいは虹 に例 え られ』 た という(小 関39)。 さ らにこれ らの議論 を踏 まえ

た上 で、小 関は以下 の よ うに結論 づ ける。 「『哲 学者 の石』 が、あ らゆ る色彩 を含

み、産 出す る もの であ るこ とは、そ の両性具有 性 と同 じく完全 性 の象徴 なのであ

る。従 って錬金術 の象徴体系 を考 えるな らば、 ソネ ッ ト20番 の"Amaninhueall

huesinhiscontrolling"、 『自身の うちにあ らゆる色彩 を支配す る美 しい君』 を、完

全性 を称 える レ トリック と読 むこ とが可能 になる。」(小 関40)

小 関が議論の対象 としてい るのは 「ソネ ッ ト20番 」 に集中 していて、 これだ け

で 「ソネ ッ ト集』 の 「錬金術的象徴体系」がすべ て説明 で きるわけで はない。 しか

し、"allhues"と い う語句 に錬金術 の痕跡 を読み取 ろ うとす る解釈 は、正鵠 を射て

い るよ うに思 われる。 この論文 を もとに、 さ らなる 『ソネ ッ ト集』 と錬金術 に関す
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る研究が期待 される ところであ るが、現在の ところこの論考 に続 く小関 による研究

は出版 され てい ない ようで ある。

1.2.ト マス ・0・ ジ ョーンズ 「シ ェイクス ピアのソネ ッ ト集 のルネサ ンス魔術 と

ヘルメス主義』(1995)

小 関 の論 考 が 発 表 され た1986年 か らほ ぼ10年 の 年 月 を経 て、 トマ ス ・0・

ジ ョー ンズ の 「シェイクス ピアのソネ ッ ト集の ルネサ ンス魔術 とヘ ルメス主義』が

「ソネ ッ ト集』 と錬金術 の関連 につ いて英 語圏で単独 の研 究書 としてま とめ られた

最初 の著作 と して出版 され る。 この事 実 を見て も、 いか に小 関の論文 が先駆 的で

あ ったかが再確認で きる。 ジ ョー ンズの著作 は小関 と並 んで フロ ンテ ィア的研究で

はあるが、 その先進性 を差 し引 いて も、 ジ ョー ンズ の著作 には数多 くの欠点が認め

られる。 ジ ョー ンズ につい ては、学問的 な所属 も背景 も現在の ところよ く分か らな

い。 ただ、 どうや ら専 門の研究 の トレーニ ングを受 けていない著者であ るように映

る。

実際、ジ ョー ンズの この著作 について は、 「ルネサ ンス ・ク ォータリー』 に掲載 さ

れたペ ンシルヴェニア州立大学教授の リンダ ・ウッ ドブ リッジ(LindaWoodbridge)

による辛辣 を極める書評がある(Woodbridge1998)。 参照 している二次資料が1960

年代、70年 代 の ものばか りで最 近の研 究 を検討 して いない こ と、文 学 テクス トに

つい ての具体的 な分析が きわめ て少 ない こ と、注が施 されてお らず 自分が参照 した

書物が雑然 と注 として その タイ トルのみが巻末で列挙 されてい るだけで あるこ とな

ど次 々 と本書の欠点が列挙 され る。 その上で、 ウ ッ ドブ リッジは以下の よ うに述べ

ている。「では、ル ネサ ンスの専 門家以外 の誰が、 この神秘 的 な主題 に興 味 をもつ

だろ うか。おそ らくジ ョー ンズ はオカル ト好 きな読者の 中の、 シェイクス ピアの熱

狂的 な読者 に訴 えか けるこ とを望 んでい たの だろ う。仮 にそ うだ として も、 そう し

た読者 た ちが 図版 もな く、 カバ ー も付 いてお らず、 わずか180ペ ージの本 に79.95

ドル 支払 え るだ け の金銭 的余 裕 が あ る こ と を祈 るば か りだ。」("Butwho,other

thanRenaissancespecialists,wouldbeinterestedinthisarcanetopic?Perhaps

JoneshopedtoapPealtoShakespearebuffsamongtheoccultcrowd.Ifso,may

theybewealthyenoughtoafford$79.95foranunillustrated,un-dust-jacketed,
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180-pagebook."Woodbridge679)と 手厳 しい。 さ らには、 この研究書 を出版 した

メラ ン ・プ レス(TheMellenPress)に 悪態 をつ き、「いい加減 な編集であ るが ゆ

えに、(中 略)学 者 たる もの、 この シ リーズで出版す る前 にもう一度 よ く考 えるべ

きだ」("theslackediting...shouldmakescholarsthinktwicebeforepublishing

inthatseries."Woodbridge679)と 述べ て、 この書評 を締 め くくっている。

本書 を読 んだ読者 として、 このウ ッ ドブ リッジの指摘 のいずれ に も同意せ ざるを

えない。 ただ、 同時 に評者であ るウ ッ ドブ リッジが はた してシェイクス ピアが活動

してい た当日寺の錬金術 につい て、 どの程度 の知識 を もっていたか につい ては疑問が

残 る。 とい うの も、彼女 はこの書評 の中で ジ ョー ンズの 『ソネ ッ ト集』や錬金術の

知識 につい てほ とん ど語 らず、 その学問的手法 の拙 さをこ き下 ろす こ とに専念 して

い るよ うに映 るか らだ。

ウ ッ ドブ リッジの指摘す るジ ョー ンズの数 々の致命的 な欠点 に も拘 わ らず、本書

で言 及 されてい る書物 の選択 にそれ ほ ど間違いが ない ように思 われ る。 た しか に

「テ ンペス ト』 に登場す るプロスペ ローをシェイクス ピアの白魔術(whitemagic)

を体現 した一種 の理想像 と捉 えて、 プラ トン主義、新 プラ トン主義、錬金術 な どを

一纏 め に して しまうな ど問題 は な くない。 ただ、た とえば、 オ ッ トー ・ファ ン ・

フェー ン(OttovanVeen)の 「愛のエ ンブ レム集』(.4〃zo7〃〃zE〃z∂16〃zα如,1608)

にわれ われ の注意 を喚起 した りしている点 は評価 されるべ きで あろう。 この ような

そ れな りに適切 な資料 に当たって本書 を書い てい るのに も拘 わ らず、学問的 な手続

きの弱 さが その観点の鋭 さを鈍 らせ て しまってい るのは残念で ある。

1.3.ペ ギ ー ・シモ ンズ 「ボ トルの中の性:ソ ネッ ト20番 にお ける

シェイ クス ピアの両性 具有の錬 金術 的蒸留」(1999)

こ うした学問 的な手続 きの面 で問題のあ るジ ョー ンズ の著作 と異 な り、 シモ ンズ

の論考 は短 い論文であ りなが ら細部か ら 『ソネ ッ ト集』が孕 む大 きな問題 を十全 に

論 じ尽 くす論文 であ る。 シモ ンズ は 「ソネ ッ ト1番 」(`Sonnetl')で 詩 人が若者

の こ とを 「美のバ ラ」("beauty'srose")と 呼 んだ後、「ソネ ッ ト5番 」、「6番 」で

蒸留の イメージを用い て、 そのバ ラか らエ ッセ ンス を取 り出 し、容器 に閉 じ込め る

こ とでバ ラの香 りを永遠の もの に しよう とす る過程 に着 目す る。 さ らに彼女 はニ コ
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ラ ・フラメル(NicholasFlamel)の 説 に もとづ き、 「ソネ ッ ト集』での詩人 は蒸留

した液体 を閉 じ込め てお く容器がい わば女性の子宮 を暗示 し、その 中に留 まる若者

のエ ッセ ンス と絡 ま りあい、一種の化学の結婚(theChemicalWedding)を 実現 し

てい る と主張す る。 この過程 におい て、詩人の詩 はまさに若者、す なわち 「美のバ

ラ」 を蒸留 しているのであ る。

_Thepoefsversewilldistill"beautゾsrose"andalsoserveasamemorial

monumenttohim,sincehewilldiesexuallyduringtheco痂 襯 漉o.Thealchemical

刀礁moreove乙wasoftencalleda"viol"oramusicalinstrumentintheshapeof

Venusorthemercurialfemalebodythatwillproducethealchemicalchild,orthe

ElixirofLife.(Simonds102)

この後、小 関 と同 じく、 シモ ンズ は 「ソネ ッ ト20番 」の"master-mistressofmy

passion"と い う詩 人 に よる若者へ の呼 びか けに両性 具有 の問題 を嗅 ぎつ け る。 シ

モ ンズ は主 に ドイッで の薔薇十字運動の 中心的役割 を果 た した、 ミヒャエ ル ・マ イ

ヤ ー(MichaelMaier)の エ ンブ レムや フーガ とい った象徴的要素 を通 じて神秘思

想 を伝 えた 『逃 げるアタラ ンテ』(.七α1α〃孟α.翫g勧3,1617)か ら両性具有 を表す図

像 を紹介 し、そ こか ら錬金術 におい て重要 な元素 となる硫黄 と水 銀の関係 について

説 明 して い る。(図1)で 示 した 『逃 げ る ア タ ラ ンテ』 の 「エ ンブ レム33番 」

(`Emblem33')で は両性具有者が火で表 られ てい る図像が提示 され、それ に以下

の よ うなモ ッ トーが付 され てい る。

石 の す べ て の 力 は 火 に 隠 さ れ て い る 。

硫 黄 の す べ て の 力 は 金 に 、 水 銀 の 力 は 銀 に あ る 。

Allthepowerofthestonelieshiddeninthefire,

AllthepowerofSulphurinthegold,thepowerofMercuryinthesilveL

(Maier171)
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また、 このエ ンブ レム とは別 にマ イヤ ーは両性具有 を不死鳥 になぞ らえ、以下の

ように述べ てい る とい う。

ThePhoenixisunique,itrenewsitselfinthenamesandrisesrevivedfromthe

ashes.ItisonlyknowntothePhilosophers;itisburntandcalledbacktolife.

WhatotherpeopleinventaboutthePhoenixispurefantasy.ThePhoenix,

however,istheHermaphroditewiththemixednature,ofwhichthePhilosophers

speak;ithasamalenatureandafemalenature,oneofthesenaturespassesinto

theotheronebytheadditionofheat,andinthiswayawomanbecomesaman.

(Simonds104)

「エ ンブ レム33番 」 のモ ッ トー と、上 に引用 したマ イヤ ーの不死鳥 につい て語 っ

た発言 を頭 に置 いた上で、以下 の(図1)を ご覧い ただ きたい。

(図1)ミ ヒ ャ エ ル ・マ イ ヤ ー 『逃 げ る ア タ ラ ン テ 』 よ り

エ ン ブ レ ム33番 「両 性 具 有 」(`Androgyny')
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われわれは"mastermistressofmypassion"の もつ意味 をこれ まで 「女性 のよう

な顔 を した男性」す なわち若者 のこ とを指す と理解 して きた。 ところが、マ イヤー

の例 に見 るよ うな顔 を二つ もつ両性具有の 図像 を前 にす る と、 この一行が暗示す る

対照 は二つ の顔 を もつ 「両性具有」 のよ うな存在 を指 してい るので はないか と思 え

て くる。 また、マ イヤーの解 説 を考慮 して 『ソネ ッ ト集』 を読 む と、「両性具 有」

たる若者 を 「賢者 の石」 として詩人 の詩 によって蒸留 し、そのエ ッセ ンス を錬金術

的 な工 程 を経 て永遠 の もの(第 五元素 と してのエ リクシール)と す る試 み こそが

「ソネ ッ ト集』 の中で行 われてい る ことで はないか と思 えて くる。 この ような論点

に立つ な らば、両性具有や錬金術 を考慮 に入れ たシモ ンズの研究 は とか く若者、黒

い女、詩人 とい う主要登場人物 問で の愛 憎入 り混 じった恋愛関係 に想像 を羽 ばたか

せ る解釈 に、一歩距離 を置 いて、 このテクス トを読み直す視点 を与 えて くれ る。

た だ、 シモ ンズ の議 論 もマ イヤ ー が 関 与 して い た と され る薔 薇 十 字 運 動

(Rosicrucianism)の 影響 を、シェイクス ピアが受けていた とす る仮 説 を受 け入 れ ら

れ るか どうか にかか ってい る。両者 は同 じ時代の精神 を共有 してい たか もしれ ない

が、 た とえばマ イヤーの 『逃 げるア タランテ』 の出版年 は1617年 で あ り、 シェイ

クス ピアの 「ソネ ッ ト集』 が 出版 された1609年 よ りは少 し時期 を異 に してい る。

この微妙 な差異 を どの よ うに捉 えるか によって シモ ンズ の主張 を受 け入れ るこ とが

で きるか どうか、違 って くるように思 われる。

1.4.ロ ナル ド ・グ レイ 『シェイクス ピア、愛 について』(2011)

本 書 は2006年 に刊 行 され た 「シ ェ イ ク ス ピ ア ・サ ー ヴ ェ イ』(S加 々63ρ6α76

S解 御ッ)の59号 に掲載 された 「宇宙 の意志:シ ェイクス ピアの ソネ ッ ト、 プラ ト

ンの 『饗 宴 』、 錬 金 術 とル ネサ ンス の新 プ ラ トン主 義 」(`WillintheUniverse:

ShakespeareもSonnets,Platoも εy〃ψosガ〃祝,AlchemyandRenaissanceNeoplatonism')

での議論 を発展 させ て、一冊の本 にした書物であ る(Gray2006)。1た だ、残念 なが

ら、 グ レイの論考 にはこれ まで紹介 したジ ョー ンズや シモ ンズの議論 を前提 に展開

された形跡が ない。そ の意味で は、彼の この分野で の過去の研究 史への沈潜 は十分

とは言 えない。

もっ ともグ レイが全 く過去の シェイクス ピア研究 の成果 を踏 まえてい ない とい う
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わけで もない。 グ レイの議論 は彼 自身序の部分で認 めているように、 ロバ ー ト ・グ

ルディ ン(RobertGrudin)の シェイクス ピア作 品に表れ た二項対立 を論 じた著作、

「強力 なる対立、 シェイクス ピア とルネサ ンスの相反す る もの』(1晦 伽(2妙o∫ 舵∫,

S加 々6Sρ6αノ6僻4R6〃 α∫∫3α%06Coπ'7磁 ⑳,1979)の 影響 を強 く受 けてい る。 グル

ディ ンはノーマ ン ・ラブキ ン(NormanRabkin)の 『シェイクス ピア と共通の理

解』(S加 たゆ6α76α 〃4伽Co〃z〃zo〃 翫4673襯4∫ 〃9)で 提唱 された シェイクス ピァ

の テクス トに頻繁 に表 れる 「相補性」(complementarity)の 概念 を発展 させ、 グル

ディ ンの相反す る二項が合一す るこ とを描い た場面 をシェイクス ピア作 品に読み込

もう とした。 グ レイはこの グルデ ィンの著作か ら多 くを学 び、 グルディ ンが シェイ

クス ピアの作 品に描かれ た、相反す る もの の合一 につい て指摘 したこ とに一歩踏み

込 んで、錬 金術 的合 一 を読 み取 ろ う としてい る ところ に特徴 が あ る。 それ ゆ え、

シ ェイ クス ピア作 品で くり返 し描 か れ る、矛 盾(contradictions)や 明確 な対 比

(starkcontrasts)に 注 目し、 これ らの対立が プラ トンの 『饗宴』や ルネサ ンスの

新 プラ トン主義や錬金術 に見受 け られる愛 に関す る普遍 的なヴィジ ョンと関連 して

い るこ とを示す試み として、 グ レイの 「シェイクス ピア、愛 につい て』 を要約す る

こ とがで きる(Gray`Prologue')。

つ ぎに この論考の構成 につい てであるが、 「ソネ ッ ト集』 を大 きく扱 って はい る

ものの、 『ソネ ッ ト集』 自体 を主 に扱 ってい るの は、合計七 章あ る うちの五章 まで

で ある。残 りの六章、「詩の女神」(`TheMuse')、 七章、「対立の哲学 のさまざまな

る認識」(`VariedPerceptionsofPhilosophiesofOpposites')、 さ らにはダ ンテ と

シェイ クス ピア を扱 ったエ ピロー グ(Epilogue)で は、 『ソネ ッ ト集』 についての

議論 をもとにシェイクス ピアに関す る周 辺的 な事象 が論 じられ ている。 『ソネッ ト

集』 を扱 ってい る最初 の五章 に して も、最初の三章 は ともか く、四章で は 『ソネ ッ

ト集』 と 『アン トニ ー とク レオパ トラ』(.4〃'o〃ッα〃6C16ψ α'7α、1623)を 、 五章

で は 「恋人 の嘆 き」 と次第 に議論 は 『ソネ ッ ト集』か らは逸れ て しまい、 ま してや

錬金術 の話題 はほ とん どが対立 と矛盾の問題 に置 き換 え られて しまってい る。そ う

い う意味で は、本書 は著作 としての一貫性 に欠 けている と言 わざるをえない。

つ ぎに具体 的 なソネ ッ トの分析 に 目を転 じてみ よう。 「ソネ ッ ト集』 に収 め られ

た個 々の ソネ ッ トについ て は、 グ レイは と りわ け、実 際 に錬 金術 へ の言及 を含 む
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「ソ ネ ッ ト33番 」(`Sonnet33')に こ だ わ っ て い る の が そ の 特 徴 で あ る 。

FullmanyagloriousmorninghaveIseen

Flatterthemountaintopswithsovereigneye,

Kissingwithgoldenfacethemeadowsgreen,

Gildingpalestreamswithheavenlyalchemy,

Anonpermitthebasestcloudstoride

Withuglyrackonhiscelestialface,

Andfromtheforlornworldhisvisagehide,

Stealingunseentowestwiththisdisgrace:

Evensomysunoneearlymorndidshine

Withalltriumphantsplendouronmybrow;

Butoutalack,hewasbutonehourmine,

Theregioncloudhathmaskedhimfrommenow.

Yethimforthismylovenowhitdisdaineth:

Sunsoftheworldmaystain,whenheaven'ssunstaine廿[.(`Sonnet33)2

こ の ソ ネ ッ トで は 山 の 頂 や 緑 の 平 原 に 太 陽 が 光 を 降 り注 い で い る 光 景 が 、 最 初 の 四

行 で 描 か れ て い る 。 と り わ け 、 こ の ソ ネ ッ トで は 四 行 目の 「錬 金 術 」("alchemy")

とい う言 葉 が 用 い られ て い る 点 に グ レ イ は 注 目 し、 こ こ で 言 及 さ れ て い る 太 陽 は た

だ の 太 陽 で は な く、 詩 人 に と っ て 若 者 を 指 す だ け で は な く、 も っ と超 越 的 な 力 を

も っ た 太 陽 に 比 し う る も の を 暗 示 して い る と い う 。 「詩 人 の 額 に 光 を 注 ぐ太 陽 は 、

太 陽 で あ り、 彼 の 人 間 と し て の 恋 人 で あ り、 あ る い は 物 質 を 変 質 さ せ る 能 力 を も っ

た 哲 学 者 の 石 に 近 い も の で あ る か も しれ な い 。」("Thesunthatshinesonthepoet's

browmaybethesun,hishumanlover,oritmaybeakintothePhilosopher's

Stone,withitspowertotransmute."Gray14)グ レ イ は 「天 の 太 陽 が 曇 る な ら こ の

世 の 太 陽 も輝 き を 失 お う 」("Sunsoftheworldmaystain,whenheaven'ssun

staineth.")と い う 最 終 行 に つ い て 、 こ こ で は 詩 人 が 天 の 太 陽 と こ の 世 の 太 陽 を 同

一 視 し て い る と い う(Gray14)
。 「ソ ネ ッ ト33番 」 で の 太 陽 が は た し て 「哲 学 者
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の石」 を も意味す るか どうか は、判 断を躊躇せ ざるをえない。 ただ、詩人 に とって

は若者 の美 は光 を放 ち万物 を明 る く輝かせ る太陽の よ うな存在であ り、 そのすべて

を金色 に変 える力 には超 自然的能力 の働 きを認 めてい るのはた しかであ る。

以上 の 『ソネ ッ ト集』 に収め られ た各 ソネ ッ トの テーマ ご との議論 は第二部 に譲

る として、 グ レイの著作 につい て全体 を通 して不満 を感 じざるをえない のは、 この

著作 の長い副題が如 実 に示す ように プラ トンの 『饗宴』、錬 金術、 キ リス ト教、 さ

らにはルネサ ンス の新 プラ トン主義 と、それぞ れで相 当の文献 との対話 を強い る分

野 を四つ も盛 り込 んで い る点 で あ る。 た しか にこれ らの 要素 が相 互 に結 び つ き

合 っているこ とを否定 は しない。 しか し、 どれか一つ に的 を絞 るべ きで あったよう

に思 われる。 さ らに、 シェイクス ピアの 『ソネ ッ ト集』 に とどま らず、 さまざまな

対立 を含 むシ ェイクス ピアの劇 テクス トに まで もグ レイが議 論 を広 げて いるため

に、研究書 としての焦点が曖昧 になって しまってい る。 あるい は、ゲ ーテの専 門家

が長年温め てい た自分 のシェイクス ピアへ の想い をすべ て綴 ったのが、本書であ る

と位置づ けるのが正 しいのか もしれ ない。 しか し、 この焦点の定 ま りの なさが、本

書 の最大 の欠点 になってい る と言 って も過言 ではない。 また、第 四章の 「「ソネ ッ

ト集』 と 『ア ン トニー とク レオパ トラ』」 で、い きな り黒 い女のモ デル と して シェ

イクス ピァの頭 にはク レオパ トラが あった と主張 した り、エ ピローグの部分で どう

い うわけか急 にダ ンテ とシェイクス ピアの比較対照が始 まった りす る箇所 な どは首

肯 しが たい ものが ある。

1.5.マ ーガレッ ト・ヒー リー 「シェイクスピア、錬金術、そして創造的想像力』(2011)

以上、紹介 して きた 「ソネ ッ ト集』 と錬金術 の関連 を論 じた研究 は、短い論考で

あ った り、単著 であって も内容 的に議論が散漫であ った りと内容的 に見 て単独で満

足 のい くもの とは言い難か った。 ところが、本節で扱 うヒー リーの著書 は今 まで紹

介 して きた研究 と較べ て、質、量 ともに他 を凌駕 してい る。その ため、他の 四つの

研究 に比べ て、 ここで は少 し詳 しく紹介 を行い たい。

本書 の特 に第一章の 「錬金術 的文脈」(`AlchemicalContexts')の 近代初期の錬

金術 をめ ぐる諸 テクス トを概 観 した箇所 は、最新 に して非常 にバ ラ ンスの とれ た、

このテーマ をめ ぐる最良 の案 内 となっている。 プラ トンの 『ティマ イオス』、 「ク リ
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テ ィアス』、 ピタゴラス学派 な どへ の言 及 を行 った後 、 と りわ け、 ほかの研 究者が

あ ま り言及 していないイギリスの錬 金術 師、 トマス ・ノー トン(ThomasNorton)、

ジ ョー ジ ・リプ リー(GeorgeRipley)、 エ リアス ・アシュモール(EliasAshmole)

にまで 目配せ を行 って いる。他 の研究者が プラ トン、 フィチ ーノ、 ブル ーノあた り

を引用 して満足 してい るの に対 して、 ヒー リーは当時の イギ リスでの錬金術 のあ り

方 に一段 と読者 を近づ けて くれ てい る。

また、 ヒー リーの本書 を執筆す る上での方針 に も好感が もて る。 ヒー リーは本書

の 冒頭 の部分で、彼女 の研究方針 を以下の よ うに定 めてい る。

Myapproachinthisbookmarriesaprecisehistoricismwithformalconcerns

inthebeliefthatthemostproductivestudiestodayrefuseanyartificial

cleavagebetweenthetwo.(Healy12)

上 の引用 で ヒー リーが 自身の研究方法 を、「正確 な歴 史主義 を形式へ の関心 と結 び

つ ける(=結 婚 させ る)」("marriesaprecisehistoricismwithformalconcerns")

と述べ てい るのは興味深 い。おそ らく、彼女が 「結 びつける」 という意味で 「結婚 さ

せ る」("marries")と い う言葉を用いているのには、「錬金術 的結婚」("co勿 鰯o伽 π")

が念頭 にあ る と推察 で きる。「今 日において もっ とも生 産的 な研究 は、 この両者 を

分 けるいか なる人為的 な分裂 も拒絶す る とい う信念」("thebeliefthatthemost

productivestudiestodayrefuseanyartificialcleavagebetweenthetwo")に つい

て も、先 に紹介 したジ ョー ンズや グ レイが紹介 して いる精神史的背景 につい ての知

識で は雄弁 であって も、詩 の分析 となる と説得力が十分で ない よ うに映 るこ とを考

えあわせ る と、貴重 な指摘で ある と思 われ る。実際、 このような方針の もとに議論

を進 め てい るせ いか、 先 に言 及 した ジ ョー ンズ や グ レイの 著作 に比 べ て、 ヒー

リーの研究 は学問的 に堅実 な もの となってい る。

さ らに ヒー リーの著作の特徴 として、 シェイクス ピア と錬金術 の 関係 を示す に当

たって文字媒体 だけに頼 らず、 当時 の図像、エ ンブ レム、建築、音楽 な どさまざま

の媒体 を通 していか に錬金術的発想が 当時の人 々の思考 に溶 け込 んでい たか を多面

的 に描 き出 している点 を指摘で きる。 なかで も、 とりわけヒーリーの著作 において
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読者 を惹 きつ ける要素 に、 ドレイク ・ジュエ ル(DrakeJewel)と 呼 ばれ るニコラ

ス ・ヒリアー ド(NicholasHilliard)作 のエ リザベ スー世(ElizabethI)の ミニチ ュ

ア画 を含 む装 飾品 の紹 介が あ る。3ヒー リーの述べ てい る通 り、 この装 飾 品は海外

に探検家 として旅 を したフラ ンシス ・ド1/イ ク卿(SirFrancisDrake)が エ リザベ

ス 女 王 に対 して献 上 した 品 々へ の 返礼 と して女 王 か ら送 られ た と され て い る

(Healy105-108)。 この装飾 品の表 には 白い男性 の 浮か し彫 の上 に黒 い女性 が重ね

て描か れている。 さ らに、 その裏側 の蓋 を開 くとエ リザベ ス女王の 肖像 と彼女 を表

す鳥 として描か れた不死鳥(thephoenix)が 姿 を現す仕組み になってい る。 白い男

性 と黒 い女性、錬金術 にお いて しば しば 「哲学者の石」(thephilosopher'sstone)

を表す 「不死鳥」 の象徴性 な ど、 これ らは絶世 の美男子で ある 「若者」 と美 しくは

ないが魅 力的 な 「黒 い女 」 を扱 った 『ソネ ッ ト集』、 さらには不 死鳥へ の言及 を含

む 「恋人の嘆 き」(`ALover'sComplaint')の 主題 と大 きく重 な り合 う。 この装飾

品 と 『ソネ ッ ト集』が どれ ほ ど密接 に結 びつい てい たか につい ては、今後の議論 に

負 う ところが大 きいが、 このペ ンダ ン トが醸 し出す 「ソネ ッ ト集』 との 同時代性 は

大 いに注 目すべ き点で ある。

この著作 の各論 につ いては第二部 に譲 る として、 ここで は簡単 にヒー リーの議論

の流れ を要約 してお こう。 ヒー リーは第一章で の詳細 な近代初期 イギ リスの錬金術

に関す る文化的背景 を紹介 した後、第二章で は 「ソネ ッ ト集』の若者 に焦点が 当て

られ、当時 は結婚 が錬 金術 的結合(`co勿 π〃漉o〃')と 考 え られて いた こ と、 男子

同士 の友 情 こそ真 の友 情 であ る と考 え られてい た こ とな どを指摘 す る。 さ らに、

(図2)の トマス ・トレシャム(ThomasTresham)の 三角形や 円な どの幾何学模

様 を側壁 に描い た 「三角形 のロ ッジ」(theTriangularLodge)を 例 に引 き、いか

に 日常 に数秘 学 的思 考が根 づい ていたか を示 した後、 アラス テ ィア ・フ ァウラー

(AlastairFowler)か ら引 き継 いだ 『ソネ ッ ト集』 の若者 を扱 った詩群 の数秘学的

トライア ングル構造 に再考が加 え られる。
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(図2)ト マス ・トレシ ャム

「三角形 のロ ッジ」

第三章 で は黒い女 と、当時の黒 とい う色 に関す る言説 が扱 われ ている。 『聖書 』の

「雅歌」(`SongofSolomon')に 現 れる黒い女が キ リス トに対す る教会 を表す と考

え られ てい た事実や、黒 を洗い流 して白に変 える方法 について触れ た後、先 ほ ど言

及 した ドレイク卿 に献上 されたペ ンダン ト、 ドレイク ・ジュエ ルにヒーリーは言及

す る。第四章で は 「ソネ ッ ト集』 とともに出版 され た 「恋人の嘆 き」が組上 に載せ

られる。 ブライア ン ・ヴィ ッカース(BrianVickers)が この詩 はシェイクス ピァ

の手 による もの ではな く、ヘ レフ ォー ドの ジ ョン ・ディヴィス(JohnDaviesof

Hereford)の 作 である と、 レポー トや論文での盗用 を発見す るソフ ト、文学 のデー

タベ ース、 さ らに文体分析 を駆使 して証明 を試み た研究 に、 ヒー リーは正面か ら異

論 を唱 える。不死鳥 な どの錬金術的主題で本編 の 『ソネ ッ ト集』 と密接 に結 びつい

ている事 実 を例 に挙 げ、「恋人の嘆 き」 はシ ェイクス ピア 自身が書い た ものであ る

と主張 している。

続 く第五章で は、 ヒー リーはマ ーッ(LouisMartz)の 『瞑想 の詩』(丁 加1)06砂

げ 漉4吻'加,1962)に 依拠 しなが ら、 『ソネ ッ ト集』が 内面 と外面の問題 を大 きく
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扱 った内省 的な詩集で ある とし、 「ソネ ッ ト集』 をジ ョージ ・ハ ーバ ー ト(George

Herbert)や ジ ョン ・ダン(JohnDonne)な どの瞑想的 な詩人 たちの テクス トへ と

連 なる と位 置づ ける。結論 部で は、 『テ ンペス ト』 な どシ ェイ クス ピアの他 のテ ク

ス トの 吟 味 、 ほ ぼ 同 時 代 の ダ ンや ハ ーバ ー トの 詩 に つ い て の 考 察、 人 智 学

(theopathy)や フ ァミリス ト教徒(theFamilyofLove)と い った当時 の宗教的背

景 につい ての紹介 を経 て、錬 金術 的思 考が シ ェイクス ピア とその 同時代 の作 家 に

とって 「創造的想像力」(creativeimagination)を 生 む素地 になってい る と結論づ

けてい る。

以上、簡単 にヒー リーの著作 の要約 を行 ったが、 テクス トの細か な吟味、 当時の

文化的背景 を探 るため の資料収集 な どいずれの点 におい て もヒー リーの研究 は体系

的で終始一貫 してい る。 また、 その学問的 な手続 きも堅実で、その議論 は概 ね説得

力 を もっている。 ただ、 ヒー リーの研究の問題点 を指摘す るな らば、以下の二つの

点 を挙 げるこ とがで きるで あろう。 まず、第一 に彼女が錬金術 について の非常 に広

範 な知識 を もってい るこ とは明 白で はあるが、時 として 『ソネ ッ ト集』 自体 の分析

よ り街学的 な知識 の羅列 に走 る傾向が見受 け られ る。第二 に、最終章で錬金術的発

想が シェイクス ピアはお ろか、 ダ ンやハ ーバ ー トらに も共通 して見 られ る、 当時の

作家 たちに共有 されて いた共通 の基盤であ った こ とを、彼女の造語であ る 「創造的

想像力」 とい う言葉で表そ う と少 し急 ぎす ぎてい るこ とが指摘で きる。おそ らくこ

れ だ け大 きな主題 を扱 お う とす れ ば、 大部 な著 作 が もう一冊 必要 とな るで あ ろ

う。 「ソネ ッ ト集』 と錬金術 の関連 をテクス ト内の説 明だけで は説明 し尽 せ なか っ

たため に、 その説明 をテクス ト外の 同時代性や精神 史的背景 に求め、最終的 に結論

にま とま りが な くなって しまった観が否め ない。 とはい え、 これ らの問題点 を差 し

引 いて も、 ヒー リーの論考 は 『ソネ ッ ト集』 と錬金術の 関連 を論 じた記念碑的 な著

作 で あ り、今 後 も これ を基準 と して さ ま ざまな研 究が 試 み られ て行 くに違 い な

い ○

第一部 まとめ

以上、 シェイクス ピアの 「ソネ ッ ト集』 と錬金術 の関連 について紹介 を行 って き

たが、 テーマが難解で あるが ゆえにその研究の成果 もまさに玉石混渚の状態であ る
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現状 を伝 えるこ とがで きた と思 う。 ウ ッ ドブ リッジが ジ ョー ンズの研究書 を評 した

際 に、 この研 究分野 について 「神秘 的な」("arcane")と い う形容詞 を用 いていた事

実 は、 この分野の研究が と もすれ ばい わゆ る 「トンデモ本」 にな りかね ない可能性

を暗示 している。おそ らく一般的 な近代初期の演劇研究者か らの反発 として、演劇

をあ くまで もエ ンターテ イメ ン トとして鑑賞 す るべ きで ある との批判 が予測 され

る。 ただ、 シェイクス ピアが活動 した頃の イギ リス はまだ近代科学が十分 な発展 を

してお らず、人 々は迷信 を信 じ、懐疑心 を もちなが らも錬金術の言説 を身近 な もの

としてい た事実 は、 た とえばヒー リーの 「錬金術的文脈」 と題 した章が われ われ に

提示 して くれている。 また、錬金術 を軸 にシェイクス ピアの テクス トを読み解 こう

とす る試み は、科学史や医学史 との学際的交流 を促 し、 シェイクス ピアを多面的 に

理解す るの に役立つで あろう。 したが って、上演史、本文校訂、伝記研究、文学批

評 な どと同様 に、史的資料 との擦 り合 わせ による当時の文化的 コ ンテクス トか らの

テクス ト理解 も重要で ある。

とはいえ、 フランシス ・イェイッの批評 自体が しば しば 「幻視的」("visionary")

で ある との批判 を受 け、 シェイクス ピアの時代 のテクス トにヘ ルメス主義 を読み込

もうとしが ちで あった研 究姿勢 も批判 に晒 され ている。 この ような現状 の もとで、

た とえば ヒー リーが強調 してい た健全 な歴史研究 とテクス ト読解の絶妙 な組み合 わ

せ は、 とりわけ謎めい た領域 を扱 う研究 には欠かせ ない研究態度で あろう。

しか し、本論 で扱 ったの はまだ主要 な研究の概観 にす ぎない。 まだまだこれ らの

研 究 を個 々のテ ーマや論 点 ごとに整 理 し、 それ らを吟味す る必要 があ る。 た とえ

ば、本論で紹介 した研究者 たちが ルネサ ンスの思想家や錬金術師の テクス トを どの

ように解釈 し、彼 らの議論 を補強す る上で用い てい るか。 また、若者、黒い女、詩

人 とい った 『ソネ ッ ト集』 に現 れる何人かの登場人物 に、 どの よ うな錬金術的意味

を彼 らが見 出 してい るの か。 また、 『ソネ ッ ト集』 での具 体 的 なソネ ッ トについ

て、各研究者の 間で どのような違いが あるのか。後 に発表す る各論 を吟味す る第二

部で は、以上の ような問い を論 じたい。
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3

注

この 論 文 の 表題 の 「ウ ィ ル」(Will)に は 『ソネ ッ ト集』 で シ ェ イ クス ピア が 、"Will"と

い う単 語 に複 数 の 意 味 を もた せ て い る とい う事 実 が前 提 に あ る 。 「意 志 、 欲 望 、男 性 器 」

な どの 意 味 以外 に 、 シ ェ イ クス ピア 自身 の名 前 、 「ウ ィ リア ム」(William)の 略 称 「ウ ィ

ル」(Will)の 意 味 もこの 表 題 には 暗示 され て い る こ と を読 者 は 意識 す るべ きで あ る。

なお 、 本 論 で の シ ェ イ クス ピ アの 『ソ ネ ッ ト集 』(S加 如蜘 α7おSo朋 砿∫)か らの 引 用

は、 す べ て 以 下 の 版 に よ る。WilliamShakespeare.7'加Co〃 ψ1碗So槻 薦 α〃4Poθ 〃zs.

Ed.ColinBurrow.Oxford:OxfordUniversityPress,2002.ま た 、 日本 語 訳 につ い て

は、 ウ ィ リア ム ・シ ェ イ ク ス ピア 『ソ ネ ッ ト集』 高 松 雄 二 訳(岩 波 文 庫 、1986)を

参 照 した 。

本 来 な ら ば ドレイ ク ・ジ ュ エ ル の 画 像 を掲 載 す る べ きで あ る が 、 ヒ ー リー の 著 作 を含

め 、 通 常 の 書 籍 で は 所 蔵 先 と な っ て い る ヴ ィ ク トリ ア ・ア ル バ ー ト美 術 館 に 問 い合 わ

せ た と こ ろ、 この 装 飾 品 は匿 名 の 所 有 者("anonymousowner")の 持 ち物 で あ り、 掲

載 許 可 を得 られ る に は数 か 月 を要 す る との 返 事 をい た だ い た 。 本 論 の 印刷 時 期 を勘 案

した結 果 、 掲 載 許 可 を得 る こ と を 断念 した 次 第 で あ る。 な お 、 この 図像 は い くつ か の

ウ ェ ブ 上 の ホ ー ム ペ ー ジ で 見 る こ とが 可 能 で あ る。 以 下 、代 表 的 な ホ ー ム ペ ー ジ の ア

ドレス を紹 介 して お く。`TheDrakeJewel'Tudor&ElizabethanPortraits:

http://www.elizabethan-portraits.com/Elizabeth _1.htm2012年11月27日
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